
 

令和 6年 12月園だより 小屋浦みみょう保育園 

年末・年始のお休みについて 

12月 29日（日）～1月 3日（日） 

まで長いお休みになります。ついつい夜更

かしや食べ過ぎになりがちですが、「早寝・

早起き・朝ごはん」の毎日の生活リズムを

崩さないように心がけましょう。 

新年は、1月 4日（土）から通常の保育

となります。この日は愛情弁当の日です。 

 

 

ぺったん ぺったん 

おもちつき 

餅つきの由来は、奈良時代の記録に

よると「伊勢神宮などに鏡餅が備えら

れていた」と書かれています。餅を食

べる習慣は、武家の年中行事が商家へ

と伝わり、商家から農家へ。農家では、

神仏や農具に餅を供え、豊作と家内安

全を祈ったそうです。 

保育園では、18日（水）にお餅つ

きをして、お正月の準備をします。詳

細については、後日きっずノートで配

信します。 

 

「こやうらっこ わくわく広場」 

アンケートより 

＊使用している材料を大人が準備する

のでなくお散歩などで集めていてド

ングリ 1 つにしても子どもから話を

聞きながら見て回ることができ嬉し

く思った。 

＊自然物を使った遊びがたくさんあり

日々の活動でも様々な経験をさせて

いただいているのだと感じた。 

＊あそびの種類もたくさんあり、子ども

としっかり遊ぶことができたのでい

い時間を過ごせた。 

＊作品を作るたびに家に帰ってから教

えてくれていたので「伝えてくれてい

たのはこれか！」と当日に見てつなが

った。 

＊展示物だけではなく作品作りやあそ

びができるようになっていて楽しか

った。1つ 1つ楽しそうに遊んでいた

ので２時間では時間が足りなかった。 

＊園でどんなことで遊んでいるのかわ

かって少し安心した。 

わくわくプロジェクトで 

子どもたちが描いたプレートが・・ 

門がにぎやかになりました 

たのしさを共有して・・ 

１２月を迎え、今年も残すところあと少しとなり、慌しい時期となりました。先月行われた「こやうら

っこ わくわく広場」の会場では、小屋浦ならではの自然をふんだんに取り入れ、いろいろなコーナーで

親子でわくわく感を共有しながら遊んだり、作ったりすることを楽しんでいる姿が見られました。散歩で

拾ったドングリをすべり台の上から転がし、転がっていくドングリを目で追い、転げ落ちたところにかけ

寄りドングリを拾ってまた転がすことを繰り返し楽しんでいる０歳児、その姿を見て保護者の方もドング

リを手に取り、同じように転がしている場面を目にしました。子どもが、どんなふうに遊んでいるのかを

見守りながら保護者の方自身もその楽しさを共有している様子でした。子どもたちの興味、関心は一人ひ

とり違っていますが、年齢が大きくなると、興味、関心が友だちと重なる部分もあり、その中で対話をし

ながらイメージを共有できるようになり、一つの目標に向かって協力しながら造形活動などを楽しむこと

ができるようになってきます。また、年長児は、どんなふうにしたら小さいクラスの子も楽しめるかなど

相手目線になって考え、友だちと相談しながら試行錯誤し、あそびの準備をしていました。 

夢中で遊んでいる中でも大人に視線を向ける瞬間を見逃さず、特に乳児クラスの子どもたちは、大人が

「みてるよ、たのしいね」と見守ったり、笑顔でうなづくことで安心して遊び、またやってみようとチャ

レンジします。０歳児のころから、あそびの中でたくさんのことを学んでいくうち、就学を迎えるころに

は自分で考え、主体的に行動できる子どもになると思います。 

子どもの成長を見る時には、「何ができたのか」という目に見える結果だけに着目するのではなく、「ど

んなふうに遊び、どんなふうに考えながら作っていったのか」という過程に着目していくことを大切にし

たいと思っています。保護者の皆さまの目の前で意欲的に遊んでいるお子さんの姿や会話の中から、家に

帰ってきて話していたのは「このことだったんだ」と、つながる場面もあったのではないかと思います。

子どもたちの行動の一場面を見て「これはちがうよ」などと、決めつけることはしないで、どうしてこん

な行動をしたのかなと、それまでの過程に思いを馳せてみてください。やってみたいことができる、自分

の言いたいことが言える環境であることが子どもたちの成長にとって大切なのです。 

14日（土）には幼児クラスの生活発表会を行います。各年齢なりに表現することを楽しみます。子ど

もたちは自分の頑張っている姿をおうちの人に見てもらい誉めてもらうことで自信をつける機会になり

ます。家に帰ってから練習での友だちや先生とのやり取りを話したり、歌ったり踊ったりする姿を見せて

いるのではないでしょうか。見てもらうことが嬉しかったり、ドキドキしたりと様ざまな姿を見せること

と思いますが、日々の保育の中で「どんなふうに」「どんな思いで」という子どもたちの気持ちに寄り添

いながら子どもたちの成長の機会となることを願っています。       園長   

ケガや病気をせず元気に 

大きくなりますように 

給食の先生が作ってくれたランチョンマットの 

上にお皿を置くといつもと少し雰囲気が 

違っていい感じ☆ 

食でつながる 

   食で広がる 

おでんの材料を切ったり  

ねじったり・・ 

 


